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手提げ型指定袋の拡充について

●一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（中間見直し版）における位置付け

目標達成のための基本施策１－① ごみを出さない意識づくり

※ 一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中間見直し版「第６章」から抜粋

●手提げ型指定袋試行使用のアンケート結果

１ 配布場所

平成３０年開催「がおかエコフェス（旭丘連合自治会主催）」

燃えるごみ袋サンプルを２種類（各２枚ずつ）配布

２ モニター期間

約１か月間

３ アンケート回答数

配布数５８枚、回答数２４枚（回答率４１％）

４ 燃えるごみ袋サンプルの種類

５ アンケート結果（自由記述意見は別紙２参照）

・２人世帯が３９％と最も多く、次いで３人世帯が２６％

・燃えるごみを出す頻度は、週２回が７６％、週１回が２０％

・配布された燃えるごみ袋サンプルについて

＜取っ手について＞

＜材質について＞

No.6 レジ袋削減運動を更に推進します。

内容
・レジ袋無料配布中止協力店舗を拡大します。

・来店者に袋が必要かどうかの声掛けをするよう、レジ袋無料配布店舗に呼び掛けます。

前期取組 ・レジ袋辞退率をホームページで公表（毎年）レジ袋の有料配布を実施

今後の

方向性

・レジ袋有料化の義務付けが国の方針として示されたことを受け、市としての対応を検

討（R1～）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

検討 準備 実施 検討 実施

種類 容量 素材 厚さ

サンプル① 45ℓ 高密度 0.018 ㎜

サンプル② 45ℓ 高密度 0.025 ㎜

現状 45ℓ 低密度 0.027 ㎜

持ちやすい 24 縛りやすい 21 使いやすい 22 その他 2

持ちにくい 0 縛りにくい 3 使いにくい 2
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【燃えるごみ袋サンプル①】

※未回答有

【燃えるごみ袋サンプル②】

※未回答有

・燃えるごみ袋の形状について、「取っ手あり」と「取っ手なし」のどちらが良いか。

※未回答有

６ 参考 環境事業センター収集員の意見

袋の結び目を持って拾うため、取っ手の有無は収集作業に影響は少ない。

●指定袋を活用したごみ減量啓発

手提げ型の種類を増やすことと併せ、指定袋のプリント部分を活用し、市民のかたに

ごみ処理コストなどに関する周知啓発を行うことも検討する。

破れやすい 破れにくい 使いやすい 使いにくい その他

サンプル① 5 16 18 4 3
サンプル② 3 17 18 3 3
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破れやすい 5 使いやすい 18

破れにくい 16 使いにくい 4

その他 3

破れやすい 3 使いやすい 18

破れにくい 17 使いにくい 3

その他 3

取っ手「あり」のほうが良い 17

取っ手「なし」のほうが良い 1

どちらでも良い 4


